
「
0•
1％

N
／
N
,
a
n
d／

o
rΩ
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω

î

2
.
4
揮
発
性
有
機
化
合
物
質
（

V
O
C
s）（
第
1
5規
則
）

」

を

「
0•
1％

N
／
N
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω

î

2
.
4
揮
発
性
有
機
化
合
物
質
（

V
O
C
s）（
第
1
5規
則
）

」

に
、

「
V
O
C
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
P
la
n
a
p
p
ro
v
a
lre

fe
re
n
c
e
:Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω

î
」

を

「
V
O
C
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
P
la
n
a
p
p
ro
v
a
lre

fe
re
n
c
e
:Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω

」

に
、

「
in
sta

lle
d
b
e
fo
re

1
J
a
n
u
a
ry

2
0
0
0
th
a
t
c
o
m
p
lie

s
w
ith

:Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω

î
」

を

「
in
sta

lle
d
b
e
fo
re

1
J
a
n
u
a
ry

2
0
0
0
th
a
t
c
o
m
p
lie

s
w
ith

:Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω
Ω

」

に

改
め
る
。

官
庁
報
告

平成™™年˜™月˜日 水曜日 (号外第™œš号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
号
の
二
様

式
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
国
際
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
百
五
十
ト
ン
以
上
の
タ
ン
カ
ー
に
交
付
さ
れ
て
い

る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
装
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防

止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
の
検
査
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
旧
検
査
規
則
」
と

い
う
。）第
十
二
号
様
式
の
国
際
油
汚
染
防
止
証
書
は
、
当
該
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
施
行
日
以
後
最
初
に
行
わ
れ
る
定

期
検
査
、
中
間
検
査
又
は
臨
時
検
査
の
時
期
ま
で
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海

洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象
設
備
及
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
の
検

査
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
検
査
規
則
」
と
い
う
。）第
十
二
号
様
式
の
国
際
油
汚
染
防
止
証
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
前
項
の
タ
ン
カ
ー
以
外
の
船
舶
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
検
査
規
則
第
十
二
号
様
式
の

国
際
油
汚
染
防
止
証
書
は
、
新
検
査
規
則
第
十
二
号
様
式
の
国
際
油
汚
染
防
止
証
書
と
み
な
す
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
検
査
規
則
第
十
二
号
の
四
様
式
の
国
際
大
気
汚
染
防
止
証
書

は
、
新
検
査
規
則
第
十
二
号
の
四
様
式
の
国
際
大
気
汚
染
防
止
証
書
と
み
な
す
。

国
家
試
験

平
成

23
年
度
春
期
情
報
処
理
技
術
者
試
験

情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
（
昭
和
4
5年
通
商
産
業
省

令
第
5
9号
）
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
2
3年
度
春

期
情
報
処
理
技
術
者
試
験
を
実
施
す
る
期
日
、
場
所
そ
の

他
試
験
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
次
の
よ
う
に
定
め

た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成

2
2
年

1
2
月
１
日経
済
産
業
大
臣
大
畠
章
宏

１
試
験
を
実
施
す
る
期
日
平
成
2
3年
４
月
1
7日（
日
）

２
試
験
地

\
「
３
試
験
の
区
分
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
試
験

全
て
を
実
施
す
る
試
験
地
札
幌
、
帯
広
、
旭
川
、

函
館
、
青
森
、
盛
岡
、
仙
台
、
秋
田
、
山
形
、郡
山
、

水
戸
、
土
浦
、
宇
都
宮
、
前
橋
、
新
潟
、
長
岡
、
埼

玉
、
千
葉
、
柏
、
東
京
、
長
野
、
甲
府
、
静
岡
、
浜

松
、
豊
橋
、
名
古
屋
、
岐
阜
、
四
日
市
、
富
山
、
金

沢
、
福
井
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
奈
良
、
神
戸
、

姫
路
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
松
江
、
岡
山
、
福
山
、
広

島
、
山
口
、
徳
島
、
高
松
、
松
山
、
新
居
浜
、高
知
、

北
九
州
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮

崎
、
鹿
児
島
、
那
覇

]
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験
、
応

用
情
報
技
術
者
試
験
、
基
本
情
報
技
術
者
試
験
及
び

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
を
実
施
す
る
試
験
地
八
王

子
、
横
浜
・
川
崎
、
藤
沢

^
応
用
情
報
技
術
者
試
験
、
基
本
情
報
技
術
者
試
験

及
び
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
を
実
施
す
る
試
験
地

厚
木

_
注
意
事
項

{
試
験
会
場
は
、
指
定
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

|
試
験
地
は
周
辺
の
市
町
村
を
含
む
。
藤
沢
試
験

地
は
、
小
田
原
地
区
を
含
む
。

}
埼
玉
、
千
葉
、
柏
、
東
京
、
八
王
子
、
横
浜
・

川
崎
、
藤
沢
、
厚
木
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
奈

良
、
神
戸
、
和
歌
山
の
各
試
験
地
で
収
容
能
力
を

越
え
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
す
る
試
験
地

で
の
受
験
と
す
る
。
な
お
、
事
前
に
通
知
は
行
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

３
試
験
の
区
分

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
試
験

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
試
験

シ
ス
テ
ム
監
査
技
術
者
試
験

応
用
情
報
技
術
者
試
験

基
本
情
報
技
術
者
試
験

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
七
号

港
則
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
十
二
条
及
び
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港

則
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

港
則
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
二
百
十
二
度
三
千
八
百
十
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
百
十
三
度
三
千
八
百
十
メ
ー
ト
ル
」

に
改
め
る
。

別
表
第
二
名
古
屋
の
部
東
航
路
の
項
第
五
号
中
「
二
百
五
度
二
千
七
百
メ
ー
ト
ル
」を「
二
百
七
度
二
千
六
百
十
メ
ー

ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
三
百
四
十
四
度
千
九
百
三
十
メ
ー
ト
ル
」
を
「
三
百
四
十
二
度
三
十
分
千
九
百
九

十
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
部
西
航
路
の
項
第
一
号
中
「
二
百
十
三
度
千
四
百
四
十
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
百
十
四
度
千

四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
二
百
五
度
二
千
七
百
メ
ー
ト
ル
」を「
二
百
七
度
二
千
六
百
十
メ
ー

ト
ル
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
八
号

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
百
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
労

働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
危
険
標
識
」
を
「
警
告
標
識
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
、
危
険
標
識
、
注
意
標
識
、

救
護
標
識
又
は
用
心
標
識
」
を
「
、
警
告
標
識
、
安
全
状
態
標
識
又
は
指
示
標
識
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
中
「
油
を
い
う
。）を
運
送
す
る
場
合
」
を
「
油
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
ば
ら

積
み
で
運
送
す
る
場
合
又
は
燃
料
油
を
搭
載
す
る
場
合
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
荷
送
人
」
を
「
油
を
ば
ら
積
み

で
運
送
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
荷
送
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

燃
料
油
を
搭
載
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
燃
料
油
供
給
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
）、
住
所

及
び
電
話
番
号

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
航
海
中
で
あ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
当
該
航
海
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
こ
の
省
令
に

よ
る
改
正
後
の
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

˜—
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